
競 技 注 意 事 項 
1 競技規則について 

本大会は 2026 年度WA規則並びに日本陸上競技連盟競技規則及び本大会申し合わせ事項により実施する。 
 2 会場・練習について 
    （1）施設の開場は下表のとおりとする。 

 9 月 25 日（金） 9 月 26 日（土） 9 月 27 日（日） 
TIC 開設時間 13:30～16:00 13:30～21:00 8:00～16:00 
スタンド開場 （開放なし） 13:30～21:30 8:00～17:00 

スワンフィールド 
開場 

一般開放として 
利用すること 

14:00 9:00 

競技終了予定 
（表彰含） 

― 20:50 15:20 

閉門 
（屋内練習場） 

（開放なし） 21:30 16:30 

閉門（スタンド） （開放なし） 21:30 16:30 
  ※待機場所については、12 その他 参照 
    （2）練習は下表のとおりとする。 

 9 月 25 日（金） 9 月 26 日（土） 9 月 27 日（日） 
本競技場 不可 不可 不可 
屋内練習場 不可 14:00～21:00 9:00～16:00 
補助競技場 一般開放の中で 

個人利用で使用可能 
14:00～17:00 
以降は屋内練習場を利用 

9:00～16:00 
投てき練習はターンのみ 

  ＊補助競技場：芝生でのウォーミングアップは禁止とする。    
  ＊屋内練習場では用具（ボール・ラダー等）を使用しての練習は禁止する。   
   
 3 招集について            
   （1）招集所は、補助競技場連絡通路を通り、第 4 ゲート側に設ける。出場者は補助競技場から招集所へ移動

して点呼を受けること。  
   （2）種目別招集開始・完了時刻は、競技日程記載のとおりとする。 
   （3）招集の方法 
    ①競技者は招集開始時刻前に、招集所で待機し、係員から点呼を受ける。その際、アスリートビブス、 
   ユニフォーム、競技用シューズ及びシャツ・バック等の商標についての点検を受けること。 

②トラック種目は腰レーンナンバー標識を受け取り、右腰やや後方にその場で結着すること。 
 （右大腿外側でも可）。 

    ③競技者は競技役員の指示に従って入退場すること。 
    ④リレーに出場するチームは所定の「リレーオーダー用紙」（チーム受付時に同封）に記入し、 
  第 4 ゲート側招集所に提出する。提出締切時刻は第 1 組の招集完了時刻の 1 時間前とする。 
    ⑤招集完了時刻に遅れた競技者は当該種目を棄権したものと見なす。 
    ⑥招集は必ず本人が行うこと。 
    ⑦外国人競技者における通訳の同行は招集所入口までとし、招集所及び競技場内へは立入禁止とする。 



 4 アスリートビブスについて 
   （1）アスリートビブスは主催者が配布したものを使用し、そのままユニフォームに結着する。 
   （2）跳躍競技の競技者のアスリートビブスは背部または胸部のみでもよい。 
 5 ユニフォームおよび携行品の商標について 

日本陸上競技連盟「競技会における広告および展示物に関する規程」を順守すること。 
なお、GP種目については WAラベリング規程に従うこと。ユニフォームについては国際ルール・クラブロゴ
規定に則るので注意すること。規程に抵触してる場合は、是正を求めるので従うこと。 

 6 競技について 
   （1）不正スタートについて 
      一度の不正スタートでも責任を有する競技者は失格とする。ただし、小学生はそのレースにおいて 
    2 回目に不正スタートをした者は失格とする。 
   （2）レーン競技では、競技者の安全のため、フィニッシュライン通過後も自分に割り当てられたレーンを 
    走ること。 
   （3）リレー競走においてマーカーを使用する場合、除去についてはそのチームが必ず行うこと。 
   （4）競技に使用する用器具は主催者が用意したものを使用しなければならない。 
  投てき用具の持ち込みを希望する者は、招集開始 1 時間前までにスタジアム正面入口付近の用器具 
   検査場にて検定を受けること。ただし、持ち込みは一人 2 つまでとする。検定に合格した用具は一括 
  借り上げし、参加競技者で共有できるものとし、破損について主催者は一切の責任を負わないものと 
  する。返却は用器具検査場にて行う。 
   （5）フィールド競技における公式練習等は、すべて競技役員の指示に従うこと。 
   （6）フィールド競技においては、撮影機器の吊り下げはコーチングエリア付近でのみ可とする。 
    (7) 走高跳のバーの上げ方については次のとおりとする。（天候等の状況により変更する場合もある。） 

練習 1 2 3 4 5 6 7 8 以降 
2m05/ 
2m15 

2m10 2m15 2m18 2m21 2m24 2m27 2m29 2m31 2cm 

7 欠場について 
欠場する場合は、欠場が決定した時点でただちに下記に記載の Google フォームに届け出ること。届けなく
無断で欠場した場合は、以降のグランプリシリーズへの出場を認めない措置を講ずる場合がある。 

    右記 URL 又は二次元コードから入力し、届け出ること。     
 【URL】 https://forms.gle/y1RB1wZTUFyMtTDs 
 ※スタートリストは、それぞれの前日 10:00 までの欠場者を反映させ、18:00 までに公開する。  
8 ドーピングコントロールについて 

ドーピングコントロールは世界陸上競技連盟アンチ・ドーピング規則もしくは日本アンチ・ドーピング規程に
基づいて行われる。指名された競技者は医師・競技役員の指示に従うこと。 

9  ＴＵＥ申請について 
禁止表国際基準で定められる禁止物質・禁止方法を病気の治療目的で使わざるを得ない競技者は「治療使用特
例（TUE）」の申請を行わなければならない。 
 
 

https://forms.gle/y1RB1wZTUFyMtTDs


10  迷惑撮影防止について 
会場内全てにおいて、一眼レフカメラ・ミラーレスカメラ・デジタルカメラ・ビデオカメラ・カメラ機能付
き双眼鏡・ズーム機能使用および望遠レンズ着用のスマートフォンで撮影する場合は、必ず申請を行うこと。
撮影を申請する者は、所定の撮影申請受付にて身分証を提示し 1,000円を支払い、撮影ビブスを受け取るこ
と。撮影時は必ずビブスを着用しなければならない。ビブスは 1 日ごと(全試合終了 30分後まで)に撮影申請
受付に返却すること。尚、返却の際は、申請時に支払った 1,000 円を返金する。 

11  その他 
   （1）更衣室は本競技場内にある。更衣室は更衣のみに使用し、貴重品は各自の責任で管理すること。 
   （2）競技場内を移動する場合は、AD カードを必ず着用すること。 
   （3）スパイクシューズを履いたまま競技場施設（スタンド等）には入らないこと。 
   （4）トラック競技でスタートとフィニッシュ地点が異なる種目については荷物運搬を行う。スタート前に 
   更衣を済ませ、係員の指示に従い荷物を移動させること。フィニッシュ地点では所定の場所 
  （大会運営室１）に置いておくので、各自取っていくこと。 
  ※小学生・中学生リレーについては、荷物運搬を行わない。走り終わった後、それぞれの出発地点に 
  戻る。各地点の準備が整い次第、ダッグアウトを通って移動する（係員が誘導する）。選手（チーム）は 
  揃って 1 ゲートから退場となる。 
   （5）選手は必ずミックスゾーン（大会運営室１）を通りゲート１から退場すること。 
   （6）応急処置を要する場合、その他健康上の問題が生じた場合は医務室に連絡すること。 
   （7）競技会中の傷害等の応急処置は主催者で行うが、その後の処置については本大会加入の傷害保険の 
  範囲内とする。 
   （8）GP 種目並びに小学生・中学生リレー種目の 1～3 位には表彰式にてメダルと賞状を授与する。 
         表彰式参加の選手はジャージや Tシャツ等を着用し、胸にアスリートビブスを結着し表彰式に参加する 
  こと。（表彰式には競技終了後そのまま移動するので、商標規程に則った衣類を用意して招集を受ける 
  こと。） 
   (9)本競技場における選手待機場所はスタンド 1 層コンコース（北側：3000mSC 水濠側）と補助競技場の 
   許可された場所とする。トイレ前や非常口、車イス優先観戦場所等は禁止とする。主催者により移動 
   や撤去をお願いする場合がある。補助競技場からの地下通路や地下通路周辺および屋内練習場での場所 
   取りを禁止する。場所取りは養生テープを使用して区画を確保してよい（粘着性の強いテープの使用は 
   厳禁とする）  
  （10）ごみは全て持ち帰ること。（留め置きをしない。） 
  （11）初日終了後、道具の留め置きは補助競技場から室内走路までの地下通路および補助競技場 器具庫と 
    する。ただし、各自の責任のもと管理すること。また、壁に沿って置き、通路を確保し出入りの邪魔に 
 ならないよう留め置くこと。 

（12）撮影については、迷惑撮影防止の観点から、スマートフォン以外の写真・ビデオ撮影は許可制とする。
大会当日、撮影許可受付にて身分証をご提示のうえ、所定の「撮影許可ビブス」を受け取ること。 
また、本大会では「撮影禁止エリア」を設ける。報道ビブスを着用している報道関係者以外は AD 着
用・撮影許可証の添付の有無に関わらず、禁止エリアでの撮影は一切禁止とする。主催者による撮影内容
の確認要請があった場合は応じること。 
なお、スタンド中央通路より上段からの撮影のみとする。 



 
（13）大会関係者が撮影した写真・ビデオは、主催者の公益財団法人日本陸上競技連盟並びに一般財団法人

新潟陸上競技協会に使用権限があり、ＳＮＳなど情報発信に使用する場合がある。予めご了承ください。 
（14）本競技場内における、チーム名・企業/学校名・個人名のバナー・のぼり等の掲出は禁止する。(補助競

技場を除く） 
12  医療機関 
    新潟市民病院 新潟市中央区鐘木 463-7  TEL 025-281-5151 
13  大会競技結果            
   【大会競技結果速報サイト】 
   https://nrkk.net/eventresult/2026YogiboACC/shtml/TimeTable.html 
           
              
              

https://nrkk.net/eventresult/2026YogiboACC/shtml/TimeTable.html

